
  琉球泡盛
海外輸出プロジェクト 始動！

～世界の名酒に負けない泡盛の魅力を発信～

特
集

Ryukyu 

Awamori
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▲第1回プロジェクト会合の様子

▲第１回島酒フェスタにおける
「琉球泡盛海外輸出プロジェクト」
の始動宣言

▲

島酒フェスタでの国
内酒類商社との輸出相
談会（ジェトロ沖縄・沖
縄県酒造組合）

　
泡
盛
製
造
業
は
、
離
島
を
含
む
沖
縄

の
地
域
経
済
や
雇
用
を
支
え
る
重
要
な

産
業
で
す
が
、
出
荷
量
が
13
年
連
続
で

減
少
す
る
な
ど
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
政
府
は
、
国
家
戦
略
と
し

て
、「
2
0
1
9
年
ま
で
に
農
産
物
・

食
品
の
輸
出
額
１
兆
円
」
と
い
う
目
標

を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
海
外
で
一
定
の

認
知
度
を
得
て
い
る
日
本
酒
な
ど
他
の

日
本
産
酒
類
に
比
べ
、
泡
盛
の
輸
出
に

つ
い
て
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
状
況

で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
宮
腰

光
寛
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
の
提
唱
に

よ
り
、
本
年
１
月
に
「
琉
球
泡
盛
海
外

輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
以
下
「
泡
盛

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」）を
立
ち
あ
げ
、
泡
盛

酒
造
所
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
海
外
へ

の
販
路
開
拓
な
ど
に
向
け
た
取
組
を
官

民
一
体
と
な
っ
て
後
押
し
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
泡
盛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
沖
縄
県

酒
造
組
合
の
ほ
か
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

目
的
に
賛
同
す
る
酒
類
、
経
済
、
観
光

な
ど
に
関
係
す
る
団
体
・
企
業
、
学
識

経
験
者
、
沖
縄
県
、
さ
ら
に
、
内
閣
官

房
、
内
閣
府
、
国
税
庁
、
外
務
省
、
農

林
水
産
省
、
観
光
庁
、
日
本
貿
易
振
興

機
構
な
ど
の
関
係
府
省
・
機
関
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

１
月
及
び
３
月
に
は
、
泡
盛
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
始
動
に
向
け
て
設
立
準
備

会
合
が
開
催
さ
れ
、
顧
問
に
宮
腰
内
閣

総
理
大
臣
補
佐
官
、
会
長
に
小
泉
武
夫

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授
、
副
会
長
に

玉
那
覇
美
佐
子
沖
縄
県
酒
造
組
合
会
長

（
当
時
）が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
設
立
準
備
会
合
で
は
、
泡
盛

の
輸
出
量
を
平
成
32
年（
2
0
2
0
年
）

ま
で
に
70
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
に
す
る
「
輸

出
倍
増
計
画
」【
図
１
】
を
泡
盛
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
と
し
て
定
め
、
そ
れ

に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
員
の
取
組

を
明
ら
か
に
す
る
「
行
動
計
画
」【
図

２
】
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

沖
縄
を
訪
れ
た
外
国
人
観
光
客
数

内
閣
府
で
は
、沖
縄
の
貴
重
な
地
場
産
業
で
あ
る

泡
盛
製
造
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

宮
腰
光
寛
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
を
先
頭
に
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
泡
盛
の
輸
出
を
促
進
す
る

「
琉
球
泡
盛
海
外
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

は
６
年
連
続
で
過
去
最
高
と
な
る
な

ど
、
海
外
に
お
け
る
泡
盛
の
認
知
度

向
上
を
図
る
に
は
、
今
追
い
風
が
吹

い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、「
行
動
計
画
」
で

は
、
①
訪
日
観
光
客
を
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
な
ど
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の

泡
盛
フ
ァ
ン
づ
く
り
や
情
報
発
信
の
強

化
を
図
る
「
訪
日
外
国
人
に
対
す
る
視

点
」
及
び
、
②
ウ
ォ
ッ
カ
、
ジ
ン
な
ど

と
並
ぶ
世
界
的
な
「
ハ
ー
ド
リ
カ
ー
」

と
し
て
、
欧
米
市
場
な
ど
へ
の
浸
透
を

図
る
「
海
外
市
場
に
対
す
る
視
点
」
か

ら
、
ク
ル
ー
ズ
船
向
け
Ｐ
Ｒ
、
酒
蔵

ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
取
組
の
強
化
、
海
外

へ
の
販
路
拡
大
に
向
け
た
支
援
策
の
実

泡
盛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

立
ち
上
げ

輸
出
倍
増
計
画
策
定
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施
な
ど
、
６
分
野
53
の
取
組
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　　

４
月
13
日
、「
第
１
回
琉
球
泡
盛
海

外
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
合
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
の
中
で
、
田
崎
眞
也
日
本

ソ
ム
リ
エ
協
会
会
長
か
ら
、
泡
盛
の
風

味
が
貝
類
や
魚
卵
系
の
食
材
と
の
相
性

が
い
い
の
で
食
中
、
食
後
も
含
め
て
楽

し
め
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
と
い
っ

た
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
酒
の
輸
出
に
取
り
組

む
久
慈
浩
介
㈱
南
部
美
人
代
表
取
締

役
社
長
か
ら
は
、
自
身
の
経
験
に
基

づ
く
具
体
的
な
輸
出
戦
略
の
提
言（
次

ペ
ー
ジ
講
演
会
の
概
要
を
参
照
）が

あ
り
、
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
西
海
岸

で
泡
盛
の
販
売
に
取
り
組
ん
で
い
る

沖
縄
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ー
ズ
の

渡
嘉
敷
祐
介
代
表
か
ら
は
、「
糖
質

ゼ
ロ
」、「
低
カ
ロ
リ
ー
」、「
血
栓
予

防
効
果
が
ワ
イ
ン
の
2
・
4
倍
」
な

ど
、
泡
盛
の
〝
売
り
〟
を
整
理
し
て

認
知
度
を
上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
提
言
な
ど
も
参
考

に
し
な
が
ら
行
動
計
画
を
実
行
し
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
４
月
14
日
～
15
日
に
奥
武

山
公
園
で
開
催
さ
れ
た
「
第
１
回
島
酒

フ
ェ
ス
タ
」
の
開
会
式
で
は
、
小
泉

泡
盛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
長
か
ら
、
泡
盛

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始
動
が
宣
言
さ
れ

ま
し
た
。

⑴
沖
縄
酒
類
製
造
業
の

　
自
立
的
経
営
促
進
事
業

　

酒
造
所
が
主
体
と
な
っ
て
行
う

海
外
へ
の
販
路
開
拓
な
ど
に
向
け

た
先
進
的
・
モ
デ
ル
的
な
取
り
組

み
と
し
て
２
件
を
選
定
し
、
支
援

し
て
い
ま
す
。

①
「
欧
米
で
の
琉
球
泡
盛
の
ハ
ー
ド

リ
カ
ー
分
野
に
お
け
る
販
路
拡
大

に
向
け
た
ブ
ラ
ン
ド
構
築
事
業
」

―
海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
向
け
ボ
ト

ル
製
作
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
県
産
長
粒
米

に
よ
る
泡
盛
の
製
造
な
ど
の
取
組

（Blueship

沖
縄
、
忠
孝
酒
造
、
瑞

泉
酒
造
、
久
米
島
の
久
米
仙
）

②
「
中
国
輸
出
＆
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
展

開
事
業
」
―
中
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

合
わ
せ
、
泡
盛
原
酒（
53
度
）の
新

商
品
開
発
・
市
場
開
拓
な
ど
の
取

り
組
み（
ビ
ン
コ
ウ
Ｈ
Ｄ
、
瑞
穂
酒

造
、
南
島
酒
販
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

沖
縄
総
合
事
務
局
の
取
組

　　琉球泡盛海外輸出プロジェクト概要行動計画（概要）
～海外輸出拡大に向け業界の数値目標７０kL“倍増”実現！～

琉球泡盛の海外展開を促進するため、
官民の関係者一体となった取組を推進

（目標値）平成32年（2020年）70KL、
平成34年（2022年）100KL
※現状（平成29 年（2017年））29KL

目 的

目的に賛同する関係団体、地方公共団体、関係府省などで構成
【顧　問】 宮腰 光寛 内閣総理大臣補佐官
【会　長】 小泉 武夫 東京農業大学名誉教授
【副会長】 佐久本 学 沖縄県酒造組合会長
【会　員】 
（関係団体等）
沖縄県酒造組合、沖縄県卸売酒販組合連合会、沖縄県小売酒販組合連合会、
沖縄県商工会連合会、沖縄県商工会議所連合会、沖縄県産業振興公社、
沖縄県ホテル協会、沖縄観光コンベンションビューロー、泡盛マイスター協会、
日本ソムリエ協会、沖縄県物産公社、沖縄振興開発金融公庫　ほか

（地方公共団体・関係府省）
沖縄県、内閣府、国税庁、内閣官房、外務省、農水省、観光庁、JETRO

構 成

● 琉球泡盛の輸出促進に関する取組の具体化・工程表の策定
● 各構成員による関連プロジェクトの実施、及び各プロジェクト間での連携推進
● プロジェクト会合を開催し、構成員相互の取り組みについて情報交換

取組内容

● プロジェクト会員（個人及び団体）が、「訪日外国人」と「海外市場」の２つ
の視点と、６分野５３の取組で泡盛酒造所の海外輸出を官民一体となっ
て後押し

行動計画

● 在外公館等を活用したPRイベントの実施
● 海外の大型展示商談会への出展などビジネスマッチングの場を提供
● 泡盛の海外プロモーションに係る調査事業を実施

　具体的な関連プロジェクトの例

平成30年 1月29日 ： 第1回準備会合（那覇市内）
平成30年 3月  7日 ： 第2回準備会合（那覇市内）
平成30年 4月13日 ： 会合（那覇市内）
平成30年 4月14日 ： 設立記念イベント（那覇市内）

　プロジェクト会合

図1図2

３年後に

倍増
泡盛輸出数量
2020年に70KL
2022年に100KL

インフルエンサー等を
活用した琉球泡盛の魅力の
国内外へ発信　など

情報発信の強化

外国人に対する
商品説明能力の向上　など

品質・技術の向上／人材の育成

モデル事業の実施を通じた
販路拡大に向けた事例共有や
海外での現地サポート　など

効果的な販路拡大・市場拡大

地理的表示（琉球）の活用や
古酒のブランドイメージの向上　
など

ブランド力の向上

クルーズ船向けPRの実施や
酒蔵ツーリズムへの取組　など

インバウンドとの連携

各国の関税・非関税障壁の
撤廃に向けた取組　など

輸出環境の整備

● 特に中国本土をはじめとするアジアからの観光客に泡盛の魅力を効果
的に伝え「泡盛ファン」を増やす

● 沖縄県内でスムーズに泡盛を「観光土産」として購入できるようにする
● 帰国後も「泡盛ファン」（＝インフルエンサー）として泡盛の普及につな

げる

【視点1】訪日外国人に対する視点

● 泡盛は、ウオッカ、ジン、テキーラ等と並ぶ世界的な「ハードリカー」とし
ての可能性が秘められており、北米、欧州の市場への浸透を図る

● 海外の市場への浸透を図るため、ターゲットを絞ったプロモーションを
進め、泡盛の認知度向上に向けた取組を進める

【視点2】海外市場に対する視点
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▲第19回タイフェスティバル東京2018の模様

 

　
総
務
部
で
は
、5
月
15
日
、岩

手
県
で
百
年
以
上
の
歴
史
を
持

つ
日
本
酒
の
蔵
元「
南
部
美
人
」

の
久
慈
社
長
を
お
招
き
し
、「
酒

造
り
へ
の
情
熱
、挑
戦
」～
泡
盛

人
材
育
成
、海
外
展
開
に
向
け

て
～
と
題
し
た
講
演
会
を
泡
盛

事
業
者
、局
職
員
を
対
象
に
開

催
し
ま
し
た
。久
慈
社
長
か
ら
、

世
界
は
ワ
イ
ン
の
物
差
し
で
日

本
酒
を
評
価
す
る
の
で
、マ
リ

ア
ー
ジ
ュ（
料
理
と
の
組
み
合
わ

せ
）と
テ
ロ
ワ
ー
ル（
産
地
の
特

性
）が
大
切
で
あ
り
、広
く
世
界

で
飲
ま
れ
る
た
め
に
は
こ
れ
ら

要
素
が
欠
か
せ
な
い
と
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
、泡
盛
は
琉
球
王
国
時
代

に
来
訪
者
に
振
舞
わ
れ
た
国
酒

で
あ
り
豊
か
な
歴
史
、物
語
性

に
富
ん
で
い
る
こ
と
、長
期
間
熟

成
す
る
こ
と
で
、ま
ろ
や
か
で
、

甘
い
香
り
を
醸
し
出
す
ユ
ニ
ー

ク
な
酒
で
あ
る
こ
と
か
ら
、世
界

で
通
用
す
る
大
き
な
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
と
、示
唆
に
富
ん
だ

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ド
に
次
い
で
、
在
香
港
日
本
国
総
領

事
館
主
催
の
泡
盛
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
泡
盛

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

〇
県
酒
造
組
合
と
日
本
貿
易
振
興
機
構

（
ジ
ェ
ト
ロ
）は
、
東
京
都
で
開
か
れ

た
「
第
19
回
タ
イ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
８
」
で
の
泡
盛
試
飲
ブ
ー
ス

の
設
置
な
ど
、
泡
盛
の
販
売
促
進
に

向
け
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

〇
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
は
、「
國
酒
・
琉

球
泡
盛
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
、
羽
田
と
成
田
空
港
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
ラ

ウ
ン
ジ
で
泡
盛
を
提
供
し
て
い
る（
６

月
中
）ほ
か
、
国
内
線（
６
月
）、
国
際

線（
７
～
８
月
）の
機
内
ビ
デ
オ
で
泡

盛
の
番
組
を
放
映
し
て
い
ま
す
。

⑵
ハ
ー
ド
リ
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　（
泡
盛
海
外
展
開
の
支
援
）

　

酒
造
所
な
ど
が
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
を

中
心
に
実
施
し
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
構

築
、　
市
場
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
商

品
開
発
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
泡
盛

カ
ク
テ
ル
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ

る
海
外
展
開
の
取
り
組
み
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

⑶
沖
縄
県
産
長
粒
種
等
を
利
用
し
た

琉
球
泡
盛
海
外
輸
出
の
拡
大
検
討

　

県
産
長
粒
種
等
を
利
用
し
た
琉
球

泡
盛
の
海
外
輸
出
の
拡
大
を
目
指

し
、
農
林
水
産
省
、
農
研
機
構
、
国
際

農
林
水
産
業
研
究
セ
ン
タ
ー
、
内
閣

府
、
国
税
庁
、
沖
縄
県
、
Ｊ
Ａ
お
き

な
わ
、
沖
縄
県
酒
造
組
合
な
ど
の
関

係
者
が
一
体
と
な
っ
て
諸
課
題
の
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

〇
沖
縄
国
税
事
務
所
は
、
歴
代
の
「
泡

盛
の
女
王
」
を
「
泡
盛
ク
イ
ー
ン
ズ

サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
委
嘱
し
、
第
１
回

島
酒
フ
ェ
ス
タ
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
を
通
し
て
泡
盛
の
消
費
拡

大
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

〇
外
務
省
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン

そ
の
ほ
か
官
民
の

主
な
取
組

沖縄総合事務局ホームページ
「琉球泡盛海外輸出プロジェクト」も併せてご覧ください。

http://www.ogb.go.jp/soumu/017012

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
〜
日
本
酒
の
海
外
戦
略
を
学
ぶ
〜

JapaneseSake

久慈  浩介  くじ  こうすけ

㈱南部美人　代表取締役社長　五代目蔵元
岩手県出身。東京農業大学卒。南部美人
の純米酒は国内外の鑑評会で金賞を何度
も受賞するなど高い評価を得ており、全国
の酒蔵に先駆けて海外進出に取り組む。
2017年、世界的なワイン品評会、インター
ナショナル・ワイン・チャレンジ（IWC）の
日本酒部門で最優秀賞を受賞。
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